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前回の協議会からの使用済燃料対策の主な状況 １

主な進捗内容会社名取組

使用済MOX燃料再処理実証研究
 2025年5月に輸送容器の容器承認を申請し、容器承認取得に向けて取り組み中。
 現在、全12基の輸送容器のうち、2基は製作完了。残り10基分も計画通り製作中。
 完成した輸送容器を用いた取扱い手順等の事前確認を仏国にて実施。

関西電力使用済燃料対策
ロードマップ

乾式貯施設の設置（女川）
 2025年5月に設置変更許可。
 2026年2月に設工認申請。

東北電力

乾式貯蔵施設 乾式貯施設（伊方）
 2025年7月に運用開始。
 現在、4基のキャスクを貯蔵。

四国電力

乾式貯蔵の設置（川内）
 2025年10月に設置変更許可を申請。九州電力

中間貯蔵施設（RFS）
 現在、3基のキャスクを貯蔵。
 2025年12月、当初計画の5,000トンに達しない蓋然性が高いため、事業者間連携につい
ても検討を進めたい旨を地元に説明。

 2026年3月、青森県より、「中間貯蔵事業について実施環境にあるとは確認できない」との見
解が示されたことを受け、日本原燃の再処理工場の進捗に向けたオールジャパン体制での支
援を継続し、青森県に確認いただけるよう全力で取り組む旨を説明。

東京電力HD

中間貯蔵施設
日本原電

 中間貯蔵施設
 2025年８月、立地可能性調査結果を上関町へ報告。中国電力

 前回の協議会からの使用済燃料対策の主な状況については、次回の使用済燃料
対策推進計画の更新に反映



使用済MOX燃料再処理実証研究について 2

関西電力HPより引用



使用済MOX燃料再処理実証研究について 3

関西電力HPより引用


